な 


< k ^ 抓な上 1 







巧燃物-地面-スラブ面など 


嚴大積量面よ y 
凯 cm な上 




^ 灰 

可媛物 


a 摄準据せ寸法[単位；加！] 

_放 


可燃物 


可攤物 /ダ 


公 -口I燃物 ^ 


yf ^ 


壁固定を具 







感給掩気筒トツブは上ち及び両側に気流を阻止する 
障喜物がないこと 

©雪の多い地方では、置高穫雪面よ y 50cm な上離れる 
場所に、給排氛茵を取り付けてください。 

獲図では可燃物までの離隔蹈離を示していますが、 

保守点検や性能お持のため、不燃物などの場合も 
図の離隔担龍としてく ださし、 （《2は除く） 

を（※り防火上、必要な可燃物との離隔匯離は10加!化上です。 
図では左側面に可燃物がありますが、設置上では- 
左側面またはち側面いずれかを保守管理のため、 

30cm 化上離すことを推奨します。 
(»^2)60挪な上の寸;まは、不燃がを使用する場合は 
30cm な上とする。 




じちな寸を図[草位：剛] 



給排気筒巧位置(正面園) 




品名 

FF … 632 TL J 

おま 


承認 

検図 

設計 

R 廈 

み rn 

図面醫号 

WY 3 - 0 4 31 

' \ 、 

S こ— — -‘一； 

' 、:巧が 

一■■•か~ V 、 

/ /•、‘-、 \ 

ミ—；‘：- 

V 

"二'.. 

, 、"一ろ 

r: ぞ； 

\ r , 二 Uc / 

、ぶ:ここ、 

1:1 扫 


雖位 mm 

号> 爾ッ M 东式:会だ 


•吐様 


型まの呼び 

FF -632 TL 

躍鎮 

ポット巧、強劇給観気お、強制お庸お 

みお寸法 

高さ600 mm 幅 '490n 部摩巧269腳1 

点-义ちま 

電気点义 

使用燃料 

'な油 GJIS 1号な疆） 

暖房出力 

嚴六 

5-22 kW (4, 430 kGai / h ) 

最小 

1,34kW(1, iSOkcal/h) 

燃料消費置 

fe 三て 

6.00 ki(0. 583L/h) 

嚴み 

1.54kW(0.15L/h) 

エネル草一追費効率(区分名） 

87.0% (B) 

煤気温度 

260た尚下 

質量 

20kg 

電流ヒューズ 

簡型 20 醒 iOA 

電源賣圧-周肢数 

1D0V 50/60HZ 

定體消費電力 

(50/60HZ) 

最大 

点か初期に短時間を生日 30/630g 

お义時 

335/335W 

燃焼時 

43/43W 

'律機時消費霞力 (50/ 如 Hz) 

C, 日/ 0. 5W 

給排気筒の智まの呼び 

FWT-6 稱 - 1 

給排気筒の呼び径 

D40 

給描気箇を 

50m 旧 

給排気筒璧貫逼部巧径 

目7〜 80mm (65 腳1既設の巧取■(寸巧能） 

を全装置 

点たま全装置 対麗自動消乂装置 

停電ま全装置 過熱防止装置 

燃焼制御装置 不完を燃焼防止摆置 

その他の装置 

排気管抜け検知窝置 

せ屬部品 

延長用短管 リ） 

ワイヤーバンドか （2) 

ワイヤーバンド大 （り 

給排気筒セット （1) 

撰気管断熱カバー （り 

ストッパーリング の 

4x25 タッピンねじ 巧）- 

壁固定を具 （2) 

ゴム製送油管 （1.2m) (1) 

取あ説明醫 の 

工事說明藝 （1) 

特定保守製品説明書 （1) 

所有者票 （1) 

保護シール （り 


暖房の目まは、社固法人日本ガス石油機器工業会の自主基宰によ y ます。 
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